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主な内容
●マイナンバー制度が始まります
●平成27年10月１日国勢調査を実施します
●平成27年度由布市職員採用試験案内
６月２３日、大分県神道青年会の協力で谷小学校５年生による田植え
体験学習が行われました。この日初めて田植えを経験する児童もいる
など、子どもたちにとって貴重な体験となりました。



市政ニュース

平
成
27
年
度　
由
布
市
職
員
採
用
試
験
案
内

●職種および採用予定者数など
試験職種 職種別受験資格 採用予定者数

一般行政職Ⅰ種
（一般枠） 昭和 63 年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人 若干名

一般行政職Ⅲ種
（一般枠） 平成６年４月２日から平成 10 年４月１日までに生まれた人

若干名
一般行政職Ⅲ種

（中高一貫教育枠）
①由布市立学校管理規則に掲げる連携型中学校を過年度に卒業した人で、か

つ、連携型高等学校を平成 28 年３月卒業見込みの人
②連携型高等学校長の推薦がある人

一般行政職Ⅲ種
（身体障がい者枠）

①昭和 63 年４月２日から平成 10 年４月１日までに生まれた人
②身体障害者福祉法第 15 条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
③自力による通勤ができ、かつ、介助者なしに職務の遂行が可能な人
④活字印刷文による出題および口頭による面接試験に対応できる人

若干名

技術職Ⅲ種
（土木・建築）

平成２年４月２日から平成 10 年４月１日までに生まれた人で、高卒以上の
土木・建築の専門的知識・技能を有する人（平成 28 年３月卒業見込みの人
を含む）

若干名

保健師Ⅲ種
平成元年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人で、保健師助産師
看護師法に規定する保健師の免許を有する人（平成 28 年５月末までに取得
見込みの人を含む）

若干名

幼稚園教諭Ⅱ種
平成２年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人で、幼稚園教諭の
資格を有する人（平成 28 年３月までに資格を有することの出来る見込みの
人を含む）

若干名

消　防　士
（一般枠）

平成２年４月２日から平成 10 年４月１日までに生まれた人、または、救急
救命士資格取得者は昭和 63 年４月２日から平成８年４月１日までに生まれ
た人（平成 27 年度の国家試験で資格取得見込みの人を含む）

８名
程度

消　防　士
（中高一貫教育枠）

①由布市立学校管理規則に掲げる連携型中学校を過年度に卒業した人で、か
つ、連携型高等学校を平成 28 年３月卒業見込みの人

②連携型高等学校長の推薦がある人
＜消防士身体条件＞　
視力（矯正視力を含む）が、両眼で 1.0 以上、かつ、一眼でそれぞれ 0.5 以上、聴力・色覚が正常で、
四肢いずれも正常な人

※Ⅰ種：大学卒業程度以上の学力を有する人　　※Ⅱ種：短期大学卒業程度以上の学力を有する人
※Ⅲ種：高校卒業程度以上の学力を有する人

●受験資格について
 （１）一般行政職・技術職・保健師・幼稚園教諭は、日本国籍の有無は問いません。
 （２）消防士は、日本国籍を有する人とします。
 （３）すべての職種とも、地方公務員法第１６条に該当しない者とします。
※詳細については、試験案内を確認してください。
●受付期間　８月３日㈪〜９月１日㈫〈土日・祝日は除く〉
　　　　　　午前８時30分～午後５時　※郵送された申込書は、９月１日付までの消印有効。
●１次試験　日程　10月18日㈰　　会場　大分東明高等学校　　　試験種目　教養試験・適性検査
　　　　　　合格発表　10月下旬　※２次試験については合格者へ別途お知らせします。
●２次試験　日程　11月下旬予定（第１次試験合格者に通知）
●受験申込書の請求（受験申込書については、７月21日㈫から配布・送付を行います）
 （１）郵便請求　郵便で受験申込書を請求する場合は、封筒の表に「受験申込書請求」と朱書し、返信用封筒を同封してください。

なお、返信用封筒は角形２号の封筒（Ａ４サイズが入る横240mm×縦332mm程度の封筒）を使用し、120円切
手を貼り、あて先および郵便番号を明記し、受付期間に間に合うように請求してください。

 （２）窓口請求　挾間振興局、庄内振興局、湯布院振興局の各地域振興課および由布市消防本部で配布します。
●受験申込
 （１）職種ごとの受付場所へ持参または郵送してください。
 （２）郵送する場合の注意事項

①受験票に送り先住所を明記し、52円切手を貼付してください。
②申込書を折り曲げないよう角形２号の封筒（Ａ4サイズが入る横240mm×縦332mm程度の封筒）を使用してください。

●申込先・問い合わせ
　・一般行政職、技術職 …… 人事職員課（庄内庁舎） ☎097-582-1111（内線331・332）
　　保健師、幼稚園教諭	 〒879-5498 由布市庄内町柿原302番地
　・消　防　士 ……………… 由布市消防本部総務課　☎097-583-1500（内線21・22）
				    〒879-5521 由布市挾間町鬼瀬17番地１

平成27年10月から
マイナンバー制度が始まります

　市報７月号から９月号までの連載で「マイナンバー制度」について説明します。
●マイナンバーとは？
　市民の皆さん（日本国内の全住民）に通知される、一人一人異なる12桁の番号を
「マイナンバー」といいます。個人が特定されないように、住所地や生年月日などと
関係のない番号が割り当てられます。
　また、法人には1法人1つの法人番号（13桁）が指定されます。
●マイナンバーで、もっと便利に暮らしやすく
　マイナンバーは各機関が管理する個人情報が、同じ人の情報であることを正確かつスムーズに確認する
ための基盤になります。
　さらに、国や市役所で分散管理する情報の連携がスムーズになり、さまざまなメリットをもたらします。

市報８月号では、「マイナンバー制度実施の流れ」と「マイナンバーは、こんな場面で必要」を掲載します。
●問い合わせ　総合政策課（庄内庁舎）　☎097-582-1111

　マイナンバーは生涯にわたって使うものです
　住所が変わっても、マイナンバーは原則変わりませんので、大切にしてください。

公平・公正な社会の実現
　マイナンバーの活用により、所
得や他の行政サービスの受給状況
を把握しやすくなります。
　負担を不当に免れることや不正
な受給の防止に役立ちます。
　本当に困っている方へのきめ細
かな支援ができます。

国民の利便性の向上
　年金や福祉などの申請時に、用
意しなければならない書類が減り
ます。
　これにより、市役所での手続き
も簡素化され、市民皆さんの負担
が軽減されます。
　行政機関にある自分の情報を確
認したり、さまざまな行政サービ
スのお知らせを受け取ることがス
ムーズにできるようになります。

行政の効率化
　行政事務が効率化され、市民皆
さんの行政ニーズに、これまで以
上に対応できるようになります。
　被災者台帳の作成などにマイナ
ンバーを活用することで、迅速な
行政支援が期待できます。

●
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
お
よ
び
世
帯
が
対
象
で

す
。

●
国
勢
調
査
は
、
日
本
の
未
来
を
考
え

る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
最

新
の
人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
重
要
な
調
査
で
あ
り
、
そ
の

結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
令
で
使
わ

れ
る
ほ
か
、
社
会
福
祉
、
雇
用
対
策
、

生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

●
平
成
27
年
国
勢
調
査
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
回
答
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
皆
さ
ん
が
都
合
の
よ
い
時

間
に
、
よ
り
簡
単
に
回
答
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

平
成
27
年
10
月
１
日

国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

国勢調査2015 検索

★９月10日㈭～９月20日㈰
　インターネット（パソコンやスマホ）

で回答できます

★９月26日㈯～10月20日㈫
　調査員がお宅にお伺いします

●問い合わせ　総合政策課（庄内庁舎）
　☎097–582–1111（内線222・225）
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市政ニュース
　
由
布
市
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を
迎
え
る

ご
夫
婦
を
、
由
布
市
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
披
露
し

お
祝
い
し
ま
す
。
期
日
ま
で
に
届
け
出
を
し
、
該
当
さ

れ
る
ご
夫
婦
を
お
招
き
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
度
該
当
で
未
申
請
の
ご
夫
婦
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
届
け
出
も
れ
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

市
内
在
住
で
、
結
婚
60
年
を
迎
え
た
ご
夫
婦

⑴
昭
和
30
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
の
間
に
婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
た
ご
夫
婦

⑵
昨
年
度
該
当
で
未
申
請
の
ご
夫
婦
（
昭
和
29
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
の
間
に
婚

姻
届
を
提
出
さ
れ
た
ご
夫
婦
）

金
婚

市
内
在
住
で
、
結
婚
50
年
を
迎
え
た
ご
夫
婦

⑴
昭
和
40
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
の
間
に
婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
た
ご
夫
婦

⑵
昨
年
度
該
当
で
未
申
請
の
ご
夫
婦
（
昭
和
39
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
の
間
に
婚

姻
届
を
提
出
さ
れ
た
ご
夫
婦
）

●
届
出
書
提
出
先　
各
庁
舎
福
祉
対
策
係
の
窓
口

　
届
出
書
は
福
祉
対
策
係
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
印
鑑
が
必
要
で
す
。
届
け
出
は
代
理

人
で
も
構
い
ま
せ
ん
（
代
理
人
の
場
合
は
、
該
当
す
る
方
の
印
鑑
と
代
理
人
の
印
鑑

が
必
要
で
す
）
。

※
本
籍
が
由
布
市
以
外
に
あ
る
方
は
、
戸
籍
謄
本
を
添
え
て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
届
出
締
切
日　
８
月
14
日
㈮

※
該
当
・
非
該
当
に
つ
い
て
は
、
戸
籍
等
の
確
認
が
で
き
次
第
通
知
し
ま
す
。

●
由
布
市
社
会
福
祉
大
会
開
催
日　
11
月
20
日
㈮

●
開
催
会
場　
は
さ
ま
未
来
館
文
化
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
対
策
課
福
祉
係
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

　

マ
ダ
ニ
は
民
家
の
裏
山

や
裏
庭
、
畑
、
あ
ぜ
道
な

ど
野
生
動
物
が
生
息
す
る

環
境
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

活
動
時
期
は
３
月
～
11
月

が
活
発
で
す
が
、
冬
季
に

も
活
動
す
る
種
類
も
い
ま

す
。

●
マ
ダ
ニ
か
ら
身
を
守
る
服
装

　
首
に
は
タ
オ
ル
を
巻
く
か
、
ハ
イ
ネ
ッ
ク
の
シ
ャ

ツ
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
着
衣
の
袖
口
、
裾
は
衣
服

の
中
に
入
れ
露
出
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
半
ズ
ボ
ン
や
サ
ン
ダ
ル
履
き
は
不
適
当
で
す
。

●
マ
ダ
ニ
か
ら
身
を
守
る
方
法

　
屋
外
活
動
後
、
上
着
や
作
業
着
は
家
の
中
に
持
ち

込
ま
ず
、
シ
ャ
ワ
ー
や
入
浴
で
ダ
ニ
が
つ
い
て
い
な

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ダ
ニ
を
取
り
除
く
場
合
は
、

ガ
ム
テ
ー
プ
も
効
果
的
で
す
。
も
し
咬
ま
れ
た
ら
数

週
間
程
度
は
体
調
の
変
化
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
（
10

日
間
以
上
咬
み
つ
い
た
ま
ま
吸
血
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
）
。

●
問
い
合
わ
せ

　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１

　
大
分
県
で
は
、
原
木
し
い
た
け
生
産
へ
の
就
農
を
支

援
す
る
た
め
、
習
熟
度
に
応
じ
た
２
つ
の
研
修
を
開
催

し
ま
す
。

①
栽
培
基
礎
研
修

　
計
４
回
開
催
す
る
研
修
会
を
通
し
て
し
い
た
け
栽
培

の
基
礎
を
学
ぶ
研
修

開
講
日
：
９
月
６
日
㈰
（
予
定
）

場
所
：
農
林
水
産
指
導
研
究
セ
ン
タ
ー
林
業
研
究
部

き
の
こ
グ
ル
ー
プ
（
豊
後
大
野
市
三
重
町
）

募
集
人
員
：
40
人

②
生
産
現
場
通
型
研
修

　
最
大
12
日
間
、
研
修
生
在
住
地
の
近
隣
優
良
生
産
者

の
生
産
現
場
に
通
い
、
生
産
者
か
ら
直
接
、
技
術
指
導

を
受
け
る
実
践
研
修

募
集
人
員
：
７
人

受
講
申
込
：
中
部
振
興
局
の
林
業
・
木
材
・
椎
茸
班
、

ま
た
は
由
布
市
役
所
農
政
課
耕
地
林
業
係
で
受
講
申

込
書
に
ご
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
：
７
月
31
日
㈮

希
望
者
多
数
の
場
合
は
選
考
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
農
林
水
産
部
林
産
振
興
室

　
椎
茸
振
興
班　

　
☎
０
９
７–

５
０
６–

３
８
３
６

　
大
分
県
中
部
振
興
局　

　
☎
０
９
７–

５
０
６–

５
７
４
６

第
十
回
特
別
弔
慰
金
（
額
面
25
万
円
、
5
年
償
還
の
記
名
国
債
）
請
求
受
付
中

　
戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
国
が
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご

遺
族
に
第
十
回
特
別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
十
回
特
別
弔
慰
金
は
、
ご
遺
族
に
一
層
の
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、
償
還
額
が
年

5
万
円
に
増
額
に
な
る
と
と
も
に
、
5
年
ご
と
に
国
債
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
、
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
１
人
に
支
給
。

⒈
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方 

⒉
戦
没
者
等
の
子 

⒊
戦
没
者
等
の
⑴
父
母  

⑵
孫  

⑶
祖
父
母  

⑷
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

⒋
右
記
1
か
ら
3
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

り
ま
す
。

●
請
求
期
間　
平
成
30
年
４
月
２
日
㈪
ま
で

※
対
象
者
に
よ
っ
て
提
出
書
類
が
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
1
度
ご
相
談
の
上
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。
な
お
、
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
日

時
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
請
求
期
間
内
に
請
求
し
な
い
場
合
、
時
効
に
よ
っ
て
受
給
権
が
消
滅
し
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
対
策
課
（
湯
布
院
庁
舎
）　
　
　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１

　
挾
間
振
興
局
地
域
振
興
課
福
祉
係　
　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１

　
庄
内
振
興
局
地
域
振
興
課
福
祉
係　
　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を
迎
え
る
方
は

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

●
対
象
者

①
県
内
に
在
住
す
る
未
就
学
の
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭

（
平
成
21
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
）

②
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
出
生
し
た
お
子
さ
ん
の

い
る
家
庭

●
申
請
方
法

　
７
月
下
旬
ご
ろ
、
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
ク
ー
ポ
ン
を
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

　

一
時
預
か
り
事
業
、
病
児
保
育
事
業
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
、
フ
ッ
素
塗
布
、
由
布
市
独
自
サ
ー
ビ
ス

（
検
討
中
）
な
ど
。

●
ク
ー
ポ
ン
の
金
額

　
１
０
，
０
０
０
円
（
５
０
０
円
券
×
20
枚
）

●
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１

お
お
い
た
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

マ
ダ
ニ
対
策
に
つ
い
て

し
い
た
け
栽
培
研
修
生
募
集

第
十
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
支
給
の
お
知
ら
せ
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日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、
職
員
の
端
末
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
年
金
機
構
が
保
有
し
て
い
る
情
報
の

一
部
が
外
部
に
流
出
し
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
該
当
す
る
お
客
さ
ま
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
万

全
の
対
処
を
期
す
方
針
で
す
。
そ
の
た
め
の
準
備
を
早
急
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。こ

の
年
金
情
報
流
出
事
案
に
関
し
て

次
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

●
日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務
所
か
ら
お
客
さ
ま
に
電
話
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
基
礎
年
金
番
号
の
変
更
に
関
す
る
ご
連
絡
は
、
後
日
、
文
書
を
お
送

り
し
ま
す
。

●
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
客
さ
ま
に
お
金
を
要
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

●
日
本
年
金
機
構
が
お
客
さ
ま
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
お
客
さ
ま
の
個
人
情
報
（
家
族
構
成
な
ど
）
を
確
認
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
日
本
年
金
機
構
や
機
構
の
職
員
な
ど
を
名
乗
る
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
迷
わ
ず
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
専
用
電
話
窓
口
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
２
０

－

８
１
８
２
１
１

●
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時

●
警
察
相
談
専
用
電
話　
＃
９
１
１
０　
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
ま
で

　
由
布
市
内
に
お
い
て
市
民
の
方
か
ら
、
保
険
料
に
関
す
る
不
審
な

電
話
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
電
話
の
内
容
が
不
審
だ
と
感
じ
た
場
合
は
、
保
険
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
不
審
な
電
話
は
、
還
付
金
詐
欺
や
振
り
込
め
詐
欺
等
の

犯
罪
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

※
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
医
療

費
等
に
つ
い
て
還
付
金
の
申
請
を
電
話
で
催
告
す
る
こ

と
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
絶
対
に
電
話
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

●
事
例
１

　
６
月
８
日
昼
ご
ろ
、
市
内
在
住
56
歳
女
性
宅
に
湯
布
院
庁
舎
の
保
険
課
職
員
を
名

乗
る
男
性
か
ら
電
話
が
あ
り
「
保
険
料
の
還
付
金
が
あ
る
が
、
５
月
が
締
め
切
り
で

あ
り
、
回
答
が
な
か
っ
た
の
で
ま
た
文
書
を
送
る
」
と
言
わ
れ
、
電
話
を
切
ら
れ
た
。

確
認
の
た
め
由
布
市
保
険
課
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
事
件
が
発
覚
し
た
。

●
事
例
２

　
６
月
10
日
朝
ご
ろ
、
市
内
在
住
80
歳
男
性
宅
に
大
分
銀
行
本
店
の
ス
ズ
キ
を
名
乗

る
も
の
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
「
保
険
料
の
還
付
が
４
１
，
５
０
０
円
あ
り
、
１
月

に
水
色
の
封
筒
で
文
書
を
送
っ
た
が
、
５
月
末
の
締
め
切
り
ま
で
に
回
答
が
な
か
っ

た
の
で
電
話
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
。
取
引
支
店
を
聞
か
れ
た
の
で
医
大
前
と
答

え
る
と
、
「
そ
こ
の
機
械
は
還
付
金
の
支
払
い
に
対
応
し
て
い
な
い
。
イ
オ
ン
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
で
あ
れ
ば
手
続
き
が
で
き
る
」
と
言
わ
れ
た
た
め
、
な
ぜ
銀
行
で
は
で
き
な
い

の
か
尋
ね
る
と
電
話
が
切
れ
た
。
由
布
市
保
険
課
に
確
認
の
電
話
が
あ
り
、
事
件
が

発
覚
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　
保
険
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１ 

市政ニュース

●
限
度
額
適
用
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
）
に
つ
い
て

 

「
70
歳
未
満
の
人
」
と
「
70
歳
以
上
の
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
」は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
（
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
）
を
提
示
す
る
こ
と
で
保
険
診
療
分
の

医
療
費
が
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で

済
み
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
認
定
証
の
発
行
を
受
け
、

医
療
機
関
に
保
険
証
と
併
せ
て
提
示
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

認
定
証
の
有
効
期
限
は
毎
年
７
月
31
日
で
す
。
た

だ
し
、
70
歳
に
な
る
人
は
誕
生
月
ま
で（
誕
生
日
が
１

日
の
場
合
に
限
り
誕
生
日
前
日
ま
で
）、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度（
75
歳
）に
移
行
す
る
人
は
誕
生
日
の
前
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。
記
載
さ
れ
た
有
効
期
限
を
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
８
月
以
降
も
必
要
な
方
は
、
再
度
の
申
請

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　
①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
②
認
定
証
（
現
認
定
者
の
み
）

　

③
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
長
期
入
院
者
（
申

請
日
以
前
12
ヵ
月
以
内
で
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
認
定
を
受
け
て
い
る
期
間
の

入
院
日
数
が
90
日
を
超
え
て
い
る
人
）
は
、
病
院
な

ど
が
発
行
す
る
領
収
書
ま
た
は
入
院
証
明
書

※
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
場
合
は
認
定
証

の
発
行
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ 　
保
険
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－
８
４

－
３
１
１
１ 

 

（
内
線
３
３
１
・
３
３
５
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

～
日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実
に
し
た
“
振
り
込
め
詐
欺
”

や
“
個
人
情
報
の
詐
取
”
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

医
療
費
の
還
付
等
を
装
っ
た
不
審
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

●
保
険
料
額
決
定
通
知
書
等
の
送
付
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
の
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

７
月
中
旬
に
決
定
通
知
書
等
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
に
つ
い
て
は
、
通
知
書
の
『
期

別
保
険
料
額
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

特
別
徴
収
額
の
欄
に
保
険
料
額
が
記
入
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
月
の
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

普
通
徴
収
額
の
欄
に
保
険
料
額
が
記
入
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
月
の
納
期
限
ま
で
に
納
付
書
等
で
保

険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
口
座
振
替
申

請
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
納
期
限
の
日
に
指
定
の
口

座
か
ら
振
り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

●
新
し
い
保
険
証
の
送
付
に
つ
い
て

・
現
在
の
黄
色
の
保
険
証
は
、
７
月
31
日
で
有
効
期

限
が
切
れ
ま
す
。
７
月
中
旬
に
新
し
い
保
険
証

（
緑
色
）
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
８
月
以
降
は

新
し
い
保
険
証
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
平
成
28
年
７
月
31

日
で
す
。
半
分
に
折
っ
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
裏

面
に
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
証
は
、
保
険
料
額
決
定
通
知
書
と
は
別
に
送

付
し
ま
す
。

 

「
一
部
負
担
金
の
割
合
」
は
、
平
成
26
年
中
の
所
得

に
基
づ
い
て
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
申
請
受
付

　

現
在
発
行
し
て
い
る
減
額
認
定
証
は
、
７
月
31
日

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
８
月
以
降
も
必
要
な
方

は
、
保
険
課
、
も
し
く
は
庄
内
・
挾
間
振
興
局
地
域

振
興
課
の
保
険
係
の
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
対
象
と
な
る
被
保
険
者
…
平
成
27
年
度
住
民
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方

・
申
請
に
必
要
な
も
の
…
①
保
険
証　

②
印
鑑　

③

過
去
１
年
間
に
90
日
を
超
え
る
入
院
が
あ
れ
ば
、

入
院
日
数
が
分
か
る
証
明
書
（
領
収
書
等
）

●
非
自
発
的
失
業
者
の
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　

非
自
発
的
に
失
業
し
た
方
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
広
域
連

合
ま
た
は
保
険
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
７–

５
３
４–

１
７
７
１（
代
表
）

　
保
険
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１

  

（
内
線
３
３
２･

３
３
３
）
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　５月29日、大分市消防訓練所で「第37回
大分県消防技術大会」が開催され、由布市
消防本部が“ほふく救出の競技”で１位になり、
全国大会出場を決めました。この競技は３人
１組で救助者、補助者、要救助者の役割を担
当し、煙道をくぐり抜け要救助者を救出する
までのタイムを競うものです。６月２日には
選手らが庄内庁舎へ大会の報告に訪れ、首藤
市長からの激励の言葉に「タイムを伸ばし優
勝を目指
します」
と力強く
応えまし
た。

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

勲

勲 り

り

り

り

　６月２日、庄内庁舎で由布市地球温暖化対
策地域協議会の総会が行われました。当日は
会員20人が出席し、新役員の選出や今年度
の活動計画等の決定を行ったほか、「ホウ酸
団子」の作り方を学習しました。協議会では、
各地域の祭りでの啓発やエコ教室など、地域
密着型の活動を通して、環境問題に対する意
識啓発を呼び掛けています。

　６月23日から29日は「男女共同参画週
間」です。今年も６月23日に市内３ヵ所のス
ーパーで、市男女共同参画審議会委員と市女
性団体連絡協議会の皆さんと市が協力して、
男女共同参画に関するパンフレットやティッシ
ュを配布。男女が性別に関係なく、その個性
と能力を十分に発揮できる「男女共同参画社
会」の実現に向け普及啓発活動を行いました。

　６月12日、由布市庄内庁舎増築・造成工
事の安全祈願祭が庄内庁舎南側駐車場の増築
予定地で行われました。現在３庁舎に分散し
ている本課機能を庄内庁舎に集約し、行政事
務の効率化を図り、市民の利用しやすいコン
パクトな庁舎を建設します。首藤市長は「今
まで以上に市民サービスが迅速に行えると期
待しています」とあいさつ。新庁舎は、平成
2 8 年 ５ 月
に完成予定
です。
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　３月に行われた「全国高等学校ライフル射
撃競技選抜大会」において、由布高校の工藤
湧士さんが“ビームピストル男子40発競技”で
優勝し、大分県賞詞を受賞しました。６月17
日、同校ライフル射撃部の皆さんが庄内庁舎
を訪れ首藤市長に受賞の報告と、今後の大会
への意気込みを伝えると、首藤市長から激励
の言葉が贈られました。広島で開催予定の全
国大会は、７月28日から31日にかけて行わ
れます。皆さんの活躍に期待しています！

　５月23日、挾間体育センターから向之原
駅前までの市道周辺で、由布市建設業組合に
よる清掃活動が行われました。この活動は、
挾間、庄内、湯布院、それぞれの地域を年２
回ずつ交替で清掃活動を行うというものです。
当日は約50人が参加。道端に落ちていたゴ
ミを一つ一つ丁寧に拾い、きれいな街並みの
維持に努めました。

快
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　６月26日から28日にかけて、「第18回ゆ
ふいん文化・記録映画祭」が湯布院公民館で
行われました。今年戦後70年を迎えるにあ
たり、公害事件や福島第一原発事故に関する
ものなど、この70年を見つめ直す作品を中
心に上映されました。また、上映後にはゲス
トを招いてのトークも開催され参加者にとっ
て貴重な時間となりました。

　６月24日、東庄内小学校でAPU立命館ア
ジア太平洋大学の留学生10人を講師に「第
35回国際文化交流会」が行われました。今
年は大津留小学校の児童６人も参加。国際交
流コーディネーターの小野幸男さんが講師の
かたがたを紹介し、クイズを交えた自己紹介
で会場は盛り上がりました。その後は各学年
に分かれてテーマ別交流が開かれ、小学生か
らの質問に
答えたり、
各国の遊び
を一緒に楽
しむなど笑
顔いっぱい
の１日とな
りました。

▲左２人目から順に、全国大会に出場する
　詣坂光希さん、佐藤龍治さん、宮本智史さん

▲留学生と一緒に遊ぶ１年生

▲鎌田慧さんを迎えてのゲストトークの様子

　６月25日、庄内保健センターで「離乳食
教室」が開催されました。当日は月齢５ヵ月
から10ヵ月までの親子14組が参加。数種類
のだしの飲み比べや旬の素材を使用した離乳
食の試食が行われました。また、管理栄養士
から月齢に合わせた離乳食作りのポイントに
ついて話
があると、
参加者は
熱心に耳
を傾けて
いました。

　離乳食教室は、今後９月と12月にも開催を予定し
ています。興味のある方は健康増進課（☎0977－
84－3111）までお問い合わせください。

　６月３日、首藤市長が庄内町の特別養護老
人ホーム「慶寿苑」を訪問し、100歳を迎え
る齊藤正義さんをお祝いました。首藤市長の
「これからも元気に過ごしてください」とい
うあいさつや、施設が用意した神楽の披露な
どを受け笑顔をみせる齊藤さん。現在の趣味
は雑誌を読むことで、長寿の秘訣はたくさん
お餅が入った雑煮を食べてきたことだそうで
す。100歳おめでとうございます。

楽
日
々
の
活
動
に
感
謝

表
彰

　５月18日、別府市豊泉荘で行われた「平
成27年度行政相談委員全体会議」において、
由布市行政相談委員である一木アサ子さん、
吉野宗男さんの日々の活動が評価され、大分
行政評価事務所の高江洲所長から感謝状の贈
呈を受けました。由布市行政相談の日程は、
19ページに掲載していますのでお気軽にご
利用ください。

▲感謝状を受け取った一木アサ子さん（写真上段中央）と吉野宗男
さん（写真上段右から２人目）

楽
由
布
高
校
見
学
会

体
験

　６月19日、「由布高校見学会」が行われ、
由布市内の中学３年生304人が参加しました。
参加者は郷土芸能部などの部活動見学、在校
生による学校説明の後、国語、理科、英語な
ど14の教室に分かれ実際に高校の先生によ
る授業を体験しました。由布高校と市内３中
学校は６年間を見通した連携型中高一貫教育
に取り組み、地域に根差した学校づくりを
行っています。

▲郷土芸能部の活動を見学する中学生
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　６月２１日、ソニー仙台戦がアウェイで行われました。前半から激しい攻撃をしかけ
たのはソニー仙台。前半１２分にコーナーキックから強烈なヘディングでヴェルスパの
ゴールネットを揺らします。そのまま前半を終了。後半の８６分にさらにゴールを決め
られたヴェルスパ。このままでは終われないと８９分に意地のドリブルから１点を返します。しかし、健闘むなしくここ
でホイッスル。セカンドステージはまだ始まったばかり。頑張れ！ヴェルスパ！

セカンドステージ開始！

今後の試合日程
▶７月12日㈰ Honda FC

 日田 13：00 キックオフ
▶７月19日㈰ アスルクラロ沼津

 愛鷹 14：30 キックオフ
▶７月26日㈰ ヴァンラーレ八戸

 大分陸 13：00 キックオフ
▶８月 1日㈯ ホンダロックSC

 宮崎市 15：00 キックオフ
▶８月16日㈰ 鹿児島ユナイテッドFC

 大銀サＡ 15：00 キックオフ

県内一周駅伝大会（連載第３回）
●練習会のお知らせ
　７月第４土曜日からは、当分の間午前６時
30分から行います。
●問い合わせ
　由布市体育協会事務局
 （スポーツ振興課内）
　☎0977－84－3111（内線552） 

平成27年度国民体育大会
第35回九州ブロック大会が
開催されます
　県内13市２町で開催され、由布市では２競
技が開催されます。会場での熱い声援をよろ
しくお願いします。
●由布市で行われる競技
競技名 ライフル射撃競技 ラグビー

フットボール競技
競技
種別

成年男子・成年女子
少年男子・少年女子 成年男子・少年男子

競技
期日

８月22日㈯
　・23日㈰

８月21日㈮
　・23日㈰

競技
会場 庄内屋内競技場

湯布院
スポーツセンター
（人工芝競技場）

　詳しくは、専用のホームページでご確認く
ださい。

https://kyushu-kokutai.net/index.html

頑張れ
！

ヴェル
スパ大

分！

▶ Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 http://verspah.jp/

第７回挾間町自治区対抗 グラウンドゴルフ大会
《結果》
　優　勝
　挾間中村チーム　241打
　準優勝
　上市Ａチーム　　248打
　第３位
　北方Ｂチーム　　249打
※打数は16ホール、６人の合計

挾間町体育協会主催

平成２７年度大分合同新聞挾間ＰＣ杯争奪
挾間町自治区対抗軟式野球大会
《結果》
　優　勝　下市自治区
　準優勝　北方自治区
　第三位　喜多里自治区
　第三位　三船自治区

挾間町体育協会主催

平成27年度加盟クラブ対抗 軟式野球大会
《結果》
　優　勝
　デンジャラース
　準優勝
　ファントム

第44回湯布院町職域・クラブ対抗
こんばんはソフトボール大会
《結果》
　優　勝
　由布市役所	
　準優勝
　湯布院病院

ゆふスポ！まちのスポーツ情報

　県内一周駅伝大会は、同一選手が５日
間のうち３回まで出走できます。ただし、
同一選手が１日のうち２区間以上を出走
することはできません。
　また、女子選手の区間が５日間のうち
２区間設けられ、同一選手が女子区間を
２回走ることができます。

もっと知ろう！県内一周駅伝大会

優勝した
デンジャラースチーム▶

優勝した由布市役所チーム▶

優勝した下市自治区チーム▶

ＹＵＦＵのイベント情報 in Ｓummer
Schedule of July

暑くなる季節、ひんやりと涼を求める方におすすめ

Schedule of Kagura

真夏の暑さも忘れてしまう
優雅な舞をぜひご覧ください

Schedule of August

由布の夏を感じ、祭りを堪能したい方におすすめ

7月

神楽

8月

川開き安全祈願祭
◆時間　10：00～
◆場所　挾間町同尻河川敷
　　　 （挾間大橋下）
１年間の川での安全を願って祈願
祭を行います。稚魚放流やもちま
き、スイカ割り、ウナギの掴み取
りなど、さまざまなイベントも用
意しています。
問農政課（挾間庁舎）
　☎097－583－1111

庄内神楽定期公演
◆時間　18：00～21：00
◆場所　庄内町神楽殿（雨天時　庄内公民館）
◆出演　7/18㈯ 庄内原神楽座、阿蘇野神楽座
　　　　8/ 8㈯ 庄内神楽有志会

湯布院温泉神楽　月一の奉
◆時間　20：30開演
◆場所　湯布院公民館
◆出演　7/11㈯ 由布院神楽保存会
　　　　8/ 8㈯ 阿蘇野神楽座

第47回
ゆふいん盆地まつり
◆場所　由布院駅周辺商店街通り
　　　　宮川湖畔等
15日は牛の背中にワラ人形を乗
せた行列が市内を練り歩く蝗攘祭
や花火大会、源流太鼓の公演が行
われ、16日は盆踊り大会などが
行われる予定です。
問商工観光課（湯布院庁舎）
　☎0977－84－3111

第23回
湯平大ソーメン流し大会
◆時間　13：00〜（受付11：30〜）
◆場所　湯平温泉石畳
石畳の坂道を利用して長さ300ｍ
の青竹で作ったといに一気にソー
メンを流します。参加費は500円
でソーメンを食べ放題です。今年
もお楽しみ抽選会を開催予定です。
問湯平温泉観光案内所
　☎0977－86－2367

小野屋十七夜観音祭
◆時間　18：00～
◆場所　小野屋商店街
約200年前、人々は「伝治が淵」
に住む大亀の背中を石と間違えて
踏み、水中に没した。その水難者
の霊を弔うことから始まったとい
う祭りです。
問実行委員会事務局
　☎097－582－0268

7/18㈯

 8/15㈯〜

8/22㈯

7/26㈰   

8/17㈪

 8/26㈬〜第40回湯布院映画祭
◆場所　湯布院公民館
26日の前夜祭を入れて５日間、
日本映画の古き良き名作などから
全国公開前の話題の新作まで、さ
まざまな映画が楽しめます。
毎年、監督や俳優ら映画人が多数
参加し、映画ファンと直接語り合
うシンポジウムやパーティも開催
されます。
問湯布院映画祭実行委員会
　☎097-532-2426

公式HP http://www.d-b.ne.jp/yufuin-c/index.html

優勝した挾間中村チーム▲

第8回由布市はさまこども夏祭り
第37回由布市はさま花火大会
◆時間　14：30～
◆場所　中洲賀グラウンド
夕方までは懐かしい遊びが体験で
きるイベントがあり、夜は盆踊り
(18：30〜)、花火大会(20：30
〜)が行われます。水面に映る花
火の美しさと山にこだまする大音
響で観衆を魅了します。
問花火：由布市商工会挾間支所　☎097－583－0235
　盆踊り：挾間公民館　☎097－583－1111
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●よい歯のコンクール（敬称略）
　高齢者部門　
　優秀賞　首藤 龍夫
　親と子部門
　最優秀賞　村田 美晴・護
●図画ポスター（敬称略）
　幼稚園児・小学生最優秀賞
　幼稚園　林　　武琉(塚原幼稚園)
　１学年　小野由梨彩(阿南小学校)
　２学年　羽田野安寿(由布院小学校)
　３学年　中島　悠太(塚原小学校)
　４学年　重實　星　(塚原小学校)
　５学年　齊藤　小麦(塚原小学校)
　６学年　大橋優太朗(塚原小学校)
　中学生最優秀賞　
　　　  安部　捺美(湯布院中学校)

健康ナビ

休日当番医

健康カレンダー

■ 内科・外科医

7/12 （挾）ごとう医院 097-540-7800
7/19 （庄）庄内診療所 097-582-3600
7/20 （湯）日野病院 0977-84-2181
7/26 （挾）川崎内科 097-583-5211
8/ 2 （湯）JCHO湯布院病院 0977-84-3171
8/ 9 （庄）宮崎医院 097-582-0345
8/13 （湯）JCHO湯布院病院 0977-84-3171
8/14 （湯）JCHO湯布院病院 0977-84-3171
8/15 （挾）森本整形外科クリニック 097-586-3700
8/16 （挾）何松内科循環器科 097-583-1131

■ 歯科医

7/12 （庄）ヒロ歯科クリニック 097-582-2222
8/ 9 （湯）田代歯科医院 0977-85-3322

　子育て世代の方、これから子育てをする方を対象とした健康づくりの講座です。栄養士
の講話と調理実習（野菜を使った簡単にできるおやつ）を行います。お子さんのお手伝い
も大歓迎です。一緒に料理をしながら、今日からできるワンポイントアドバイスなどもお
伝えします。

日時 会場 時間 申込締切

８月11日㈫ 庄内保健センター2階　和室・調理室
午前10時〜正午

（受付午前9時30分〜）

８月５日㈬

９月24日㈭ 湯布院健康管理センター2階　運動指導室
９月16日㈬

９月30日㈬ はさま未来館2階　和室・調理室

●参加費　200円　　●持ち物　エプロン、三角巾、ふきん、手拭きタオル（お子さんは上靴も）
●お住まいの地域にかかわらずどの会場でも参加可能です。各会場定員20人です。
●申込先　お電話で⇒健康増進課（湯布院庁舎）　☎0977-84-3111（内線362）
　　　　　ウェブで⇒由布市ホームページ「健康づくり教室」から
　　　　　　　　　　 http://www.city.yufu.oita.jp/health-27/
※託児スタッフもいます。小さなお子さんを連れてご参加の方はお申し込み時にお伝えください。

一定所得者の負担割合変更

負担限度額認定の該当要件の変更（施設入所時の居住費・食費）

※1　合計所得金額＝年金収入や給与所得、事業収入等から公的年金控除や給与所得控除、必要経費を控除した額
※2　その他の合計所得金額＝給与収入や事業収入等から給与所得控除や必要経費を控除した額

本人が市民税の課税者で
本人の合計所得金額※1が
160万円以上

現行 改正後

同一世帯内の第１号被保険者の

年金
収入 ＋ その他の

合計所得金額※2 ＜ 単身＝280万円
2人以上＝346万円①本人が市民税の課税者で

　本人の合計所得金額※1が
　160万円未満
②本人が市民税を課税され

ていない方
③生活保護の受給者

野菜で健康づくり ～こどもの野菜きらい、家族のメタボを一気に解決～

平成２７年８月から
介護保険サービス利用の自己負担額の取り扱いが変わります日常生活のちょっとした工夫で体がいつまでも元気でいられます。

「おいしくご飯が食べたいなぁ」「転ばず元気に過ごしたい」
そんな自分の「これから」を楽しむためにぜひ参加しませんか？

●会場　庄内保健センター	 ●時間　午後２時〜午後４時
●年齢　65歳以上の方		  ●定員　20人

　８月６日は全10回シリーズの第３回目の教室になります。
　９月３日以降も平成28年２月まで月１回ペースで教室を実施しています。

●問い合わせ　健康増進課介護保険係（湯布院庁舎）　☎0977-84-3111（内線351）

日時 講座名 内　　　容
8/6㈭ はじめよう健口づくり 口腔ケア・嚥下機能について知る・熱中症予防

9/3㈭ 工夫一つで健美食 元気を維持するための美味しい食事を学ぶ

妊
婦
さ
ん
も

お
子
さ
ん
と
ご
一
緒
で
も

お
１
人
で
も
大
歓
迎
で
す

お
み
や
げ
も
あ
り
ま
す
♪

夏
休
み
は
小
学
生
の

お
子
さ
ん
も
ど
う
ぞ
☆●日時　７月24日㈮・８月28日㈮　午前10時～正午（要予約）

●相談場所・問い合わせ
　中部保健所由布保健部　☎097–582–0660

　由布市高齢者・親と子のよい歯のコンクールの審査会と
歯と口の健康図画ポスター展の表彰式が６月６日に庄内庁
舎で開催されました。高齢者部門では８０歳以上の方８人
が参加し、親と子の部門では昨年三歳児歯科健診を受けた
幼児とその親１２組が選出され、虫歯や未処置の歯がない
か審査しました。

●日時　８月７日㈮ ※要予約
　面接相談　午後１時～午後２時30分
　電話相談　午後３時～午後４時30分
●相談場所・問い合わせ　挾間健康センター（はさま未来館）
　☎ 097–583–1111（内線 2120）

心の相談

「由布市高齢者・親と子のよい歯のコンクール」
「歯と口の健康図画ポスター展表彰」

２
割
負
担

１
割
負
担

第
１
号
被
保
険
者

下記以外の場合

所得要件 資産要件所得要件

市民税非課税世帯
預貯金等が
一定額以下

（単身で1,000万円、　
夫婦で2,000万円）

市民税非課税世帯

（別世帯に配偶者がいる場合は、　
 別世帯の配偶者も市民税非課税）

＋

■ 挾間 挾間健康センター

7/15㈬ １歳６ヵ月児健診 13：15～受付
8/ 6㈭ ３歳児健診 13：15～受付

ちびっこ広場 （９：30～11：30　挾間健康センター）
７月１７日・２４日・３１日、８月７日・２１日

８月７日は母子保健推進員さんとペットボトルボウリングであそぼう♪

■ 庄内 庄内保健センター

7/22㈬ １０～１１ヵ月児健診 13：15～受付
8/ 7㈮ 幼児健診 13：15～受付

■ 湯布院 ゆふいん子育て支援センター

7/28㈫ １０～１１ヵ月児健診 13：00～受付
8/ 5㈬ １歳６ヵ月児健診 13：00～受付

定員まで若干の空きがあります。
ご希望の方はお早めに
お申し込みください。

●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）　☎0977-84-3111

追 加庄内地区 いきいき元気塾受講生　　 募集 !!

健康マイレージ
１０００ポイント

ついてます
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健康ナビ

7月のカレンダー＜3館共通＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

８月の休館日　3日㈪･10日㈪･17日㈪
　　　　　　　24日㈪･25日㈫･31日㈪

『森のおはぎとあんこのおやつ』
森　百合子　著

一般　596.6／モ

『世界を平和にするためのささやかな提案』
池澤　春菜　ほか　著
ヤング　Ｙ319／セ

『新・気づいて乗りこえる』
長谷川七重、グループしおん　著

一般　367.3／シ

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!

新着図書一覧 〜新着図書の一部を紹介します〜
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
間

一般 366.4 ナ〈確定拠出年金〉将来もらう年金を、いま増やす方法

挾　
間

郷土 H913.6 サ 五十坂家の百年
一般 486.1 ウ 昆虫の擬態　－自然のだまし絵－ 健康 S493.7 ナ ＦＢＩプロファイラーが教える「危ない人」の見分け方
一般 556.9 セ 戦艦武蔵　－激闘と最期－ 健康 S495.4 イ これからの乳房再建ＢＯＯＫ
一般 913.6 ツ 世界はゴ冗談 くらし 596 ノ きょうの一汁二菜
一般 914.6 ク トットひとり くらし 596.6 コ コウケンテツのおやつめし
文庫本 B913.6 ハ ヒトイチ　－警視庁人事一課監察係－ 絵本 E フ ふしぎなたねといじっぱりなクマ
趣味娯楽 P786.1 カ はじめよう！山歩きレッスンブック 絵本 E ホ ほんとはスイカ
湾曲 629.7 ヨ 庭の色 低学年 933 ア アナと雪の女王　エルサのサプライズ
ヤング Y933.7 マ 誰でもない彼の秘密 児童 307 シ 社会のしくみ図鑑　－イラスト案内－

庄
内

一般 376.8 ツ 学年ビリのギャルが１年で偏差値を40上げて慶應大学に現役合格した話 湯
布
院

一般 783.5 ニ 錦織圭さらなる高みへ
一般 627.8 ボ ボトルアクアリウム 一般 933.7 ヒ 青い玉の秘密
一般 913.6 イ 鷹ノ目 くらし 615.7 テ 儲かる「西出式」農法

斉木 香津

岩平 佳子
野口 真紀

コウ ケンテツ
なめかわ まい

高畠 那生

塚越 亘
ドロシー・Ｂ．ヒューズ

手島 奈緒

湯布院図書館 庄内図書館 由布市立図書館

DEAR
図書館だより

—2015.7—

　夫のモラルハラ
スメント（精神的
ＤＶ）に悩む女性
の た め の ガ イ ド
ブックです。まず
は、気づくことか
ら始めてみません
か。

　大阪の人気和菓子
店のレシピ本です。
甘さ控えめで小さ目
サイズのおはぎなの
で、たくさん作って
いろいろ食べてみた
くなります。

　黒柳徹子、加古
里子など各界で活
躍する２２人の著
名人が世界を平和
にする方法を考え
ます。あなたも今
すぐ実践してみま
せんか。

由布市立図書館 〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火〜金 午前10時〜午後６時／土・日 午前10時〜午後５時

庄内図書館 〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1 （庄内公民館1階） ☎097-582-0214
火〜日 午前９時〜午後５時

湯布院図書館 〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1（湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火〜金 午前10時〜午後６時／土・日 午前10時〜午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
http://www.c i ty .yufu .o i ta . jp/ l ibrary/　  h_tosho@city .yufu .o i ta . jp

海野 和男

筒井 康隆
黒柳 徹子

濱 嘉之

吉谷 桂子
マイケラ・マッコール

犬飼 六岐

夏
休
み
期
間
中
に

学
習
室
を
開
設
し
ま
す

●
期
間

　
７
月
17
日
㈮
～
８
月
30
日
㈰

　
※
休
館
日
は
除
き
ま
す

●
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
場
所　
由
布
市
立
図
書
館
２
階

　
夏
休
み
期
間
中
、
集
中
し
て
学
習

し
た
い
方
の
た
め
に
学
習
室
を
開
設

し
ま
す
。
夏
休
み
の
宿
題
な
ど
に
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
図
書
館
内

と
同
じ
よ
う
に
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
の

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
休
館
日
以
外
に
も
利
用
で
き
な
い

日
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
館
内

の
学
習
室
開
設
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

８
月
限
定
！

図
書
館
司
書
体
験
者
を
募
集
中
で
す

　

小
学
５・
６
年
生
を
対
象
に
図
書

館
司
書
体
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
各
図
書
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り in Sum

m
er

●
日
時　
８
月
19
日
㈬
午
前
10
時
～

●
場
所　
は
さ
ま
未
来
館
４
階

　
　
　
　
児
童
室

　

今
年
も
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

「
ど
ん
ぐ
り
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
夏

の
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
。
紙
芝

居
や
絵
本
な
ど
、
楽
し
い
演
目
を
た

く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

家
族
・
お
友
達
を
誘
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

お
は
な
し
会

●
由
布
市
立
図
書
館

　
〈
毎
月
第
３
水
曜
日
〉

　
７
月
15
日
㈬

　
８
月
19
日
㈬ 

ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り

in Sum
m

er

●
庄
内
図
書
館

　
〈
毎
月
第
３
日
曜
日
〉

　
７
月
19
日
㈰
・
８
月
16
日
㈰

●
湯
布
院
図
書
館

　
〈
毎
月
第
１
木
曜
日
〉

　
８
月
６
日
㈭

７
月
テ
ー
マ
展
示

●
由
布
市
立
図
書
館

　
「
涼
を
求
め
て
」

●
庄
内
図
書
館

　
一
般
「
知
ら
な
い
世
界
」

　
児
童
「
空
」

●
湯
布
院
図
書
館

　
一
般
・
児
童
「
ア
ウ
ト
ド
ア｣

　
特
別
展
示
「
上
橋　
菜
穂
子
」

由
布
市
立
図
書
館 

7・８
月
企
画
展
示

「
読
書
感
想
文
・
自
由
研
究
に
は 

こ
の
本
を
」

　
夏
休
み
の
宿
題
に
役
立
つ
こ
と

間
違
い
な
し
！
の
本
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ

を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
人
気
の

も
の
は
す
ぐ
に
貸
出
と
な
り
ま
す
。

貸
出
中
に
な
る
前
に
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
※
８
月
30
日
㈰
ま
で

地区の健診は８月で終了します！お忘れなく受診してください！
地　域 月　　日 受付時間 場所

挾　間
８月　２日（日） 9：30～11：00 はさま未来館健康センター

８月２０日（木）
13：30～14：30

はさま未来館健康センター
17：00～19：00

庄　内
８月　３日（月） 9：30～10：30 庄内保健センター
８月２５日（火） 9：30～10：30 庄内保健センター

湯布院
８月　４日（火）

9：30～10：30 湯布院福祉センター（健康温泉館となり）
13：30～14：00 塚原公民館

８月２２日（土） 9：30～10：30 湯布院コミュニティセンター
※40歳以上の方は受診券が必要です。

　毎週水曜日に行っている『水中運動教室』は、次の日程でお休みします。
●８月12日・19日・26日の３日間　※湯布院健康温泉館は通常通り利用できます。
●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎） ☎0977-84-3111（内線361）

　その他の保険の方についても受診券は必要です。また受診できる場所が加入保険によって異なりますので、ご
加入の保険者に事前にご確認ください。
●問い合わせ　保険課（湯布院庁舎） ☎0977-84-3111（内線337・338）

８月集団健診のお知らせ

湯布院健康温泉館「水中運動教室」８月のお休みについて

●各保険者別受診券レイアウト

75歳以上の方

紫色の葉書です。

由布市国保にご加入の方 協会けんぽ被扶養者の方

大きな茶封筒に入れて送っ
ています。Ａ４サイズの水
色の紙です。

黄色の定形サイズの封筒に
入れて送っています。薄い
水色の３つ折りの紙です。

●再発行等のお問い合わせ
　保険課保険係（湯布院庁舎）
　☎0977-84-3111
 （内線337・338）

●再発行等のお問い合わせ
　全国健康保険協会大分支部　☎097-573-6642
※ホームページから申請用紙のダウンロードができます。
　 http://www.kyoukaikenpo.or.jp/g2/cat280/r107
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く ら し インフォメーション

相
談

教
育
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

●
日
時　
８
月
27
日
㈭

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
場
所

　
庄
内
庁
舎
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

●
内
容　

就
学
に
関
す
る
相
談
お
よ
び

家
庭・学
校
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど

●
相
談
員　
県
教
育
委
員
会
相
談
員
お

よ
び
市
教
育
指
導
主
事
な
ど

●
申
込
方
法

　
「
教
育
相
談
票
」
に
記
入
の
上
、
市

内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
ま
た
は
学
校

教
育
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
７
月
31
日
㈮

問
学
校
教
育
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１

募
集

「
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講

習
会
」
を
開
催
し
ま
す

●
講
習
日
時

　
９
月
９
日
㈬
～
10
日
㈭
の
２
日
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

●
講
習
会
場

　
庄
内
庁
舎
３
階
大
会
議
室

●
受
付
期
間　
８
月
24
日
㈪
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
由
布
市
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
５
０
０

露
し
ま
せ
ん
か
？
グ
ル
ー
プ
で
も
Ｏ
Ｋ

で
す
。

●
日
程　
７
月
25
日
㈯
・
８
月
１
日
㈯
・

８
月
８
日
㈯

問
ゆ
ふ
い
ん
花
の
木
通
り
商
店
街

　
事
務
局
（
土
屋
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

５
２
１
５

サ
ウ
ン
ド
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
直
伝
！

は
な
し
方
講
座

　
周
り
の
人
が
笑
顔
に
な
れ
る
は
な
し

方
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
！

●
日
時　
９
月
８
日
～
11
月
24
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
（
全
10
回
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

●
場
所　
は
さ
ま
未
来
館

●
受
講
料　
１
，
０
０
０
円

●
対
象　
由
布
市
内
に
居
住
す
る
方

●
申
込
期
日　
８
月
31
日
㈪（
定
員
16
人
）

問
挾
間
公
民
館

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
８

お
知
ら
せ

交
通
規
制
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　
大
分
市
で
は
、
８
月
７
日
～
９
日
の

３
日
間
、
大
分
七
夕
ま
つ
り
を
開
催
す

る
に
あ
た
り
、
ま
つ
り
会
場
と
な
る
中

央
通
り
（
48
万
人
の
広
場
）
の
周
辺
の

道
路
を
交
通
規
制
し
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
規
制
日
時

　
８
月
７
日
㈮
、
８
月
８
日
㈯

　
午
後
６
時
20
分
～
午
後
９
時
30
分

●
規
制
区
域　
中
央
通
り
、
国
道
１
９

　
７
号
を
中
心
に
大
分
市
内
中
心
部
周

辺
一
帯
の
道
路

狩
猟
免
許
更
新
の
お
知
ら
せ

●
更
新
日
時

　
９
月
４
日
㈮
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
更
新
場
所

　
庄
内
公
民
館
（
大
ホ
ー
ル
）

●
対
象
者　
平
成
24
年
度
に
狩
猟
免
許

を
取
得
し
た
方

●
手
数
料　
２
，
９
０
０
円

●
受
付
期
間　
８
月
３
日
㈪
～
19
日
㈬

問
大
分
県
中
部
振
興
局
森
林
管
理
班

　
☎
０
９
７

－

５
０
６

－

５
７
４
９

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
ま
せ
ん
か

～
農
業
・
農
政
の
動
き
が
よ
く
分
か
り
ま
す
～

●
月
４
回
発
行
（
月
７
０
０
円
）

　
　
　
　

農
業
委
員
会
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１

今
夏
の

節
電
へ
の
ご
協
力
に
つ
い
て
！

　

生
活
や
健
康
、生
産
活
動
な
ど
に
支

障
の
な
い
範
囲
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
間　
７
月
１
日
㈬
〜
９
月
30
日
㈬

 

（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）

※
お
盆
は
除
く

問
九
州
電
力
大
分
営
業
所

　
☎
０
１
２
０

－

９
８
６

－

５
０
４

狩
猟
免
許
試
験

●
試
験
日
時　

①
第
１
種
・
第
２
種
銃
猟

　
８
月
８
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
５
時

②
網
猟
・
わ
な
猟

　
８
月
９
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
試
験
場
所

　
大
分
県
庁
舎
正
庁
ホ
ー
ル

●
手
数
料　
種
別
に
よ
り
異
な
り
ま
す

●
受
付
期
間　
①
・
②
共
に
７
月
16
日

㈭
～
７
月
29
日
㈬

問
大
分
県
中
部
振
興
局
森
林
管
理
班

　
☎
０
９
７

－

５
０
６

－

５
７
４
９

自
衛
官
各
種
採
用
試
験

●
募
集
項
目　
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛

官
候
補
生
・
航
空
学
生

●
受
付　
８
月
１
日
㈯
～
９
月
８
日
㈫

●
１
次
試
験
日　
９
月
19
日
㈯

※
航
空
学
生
の
み
９
月
23
日
㈬

●
１
次
試
験
会
場　
大
分
大
学

※
航
空
学
生
の
み
大
分
商
工
会
議
所

問
自
衛
隊
大
分
募
集
案
内
所

　
☎
０
９
７

－

５
４
６

－

２
１
７
７

　
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部

　
☎
０
９
７

－

５
３
６

－

６
２
７
１

　
（
夜
間
、
土
日
）

ゆ
ふ
い
ん
花
の
木
通
り
商
店
街

夜
ま
つ
り
参
加
者
募
集

　
夜
ま
つ
り
で
ダ
ン
ス
・
歌
な
ど
を
披

申
込
・
問

＜初級パソコン教室＞
　・ワードとエクセルの基礎を学びます。
　・申込期限　８月 20 日㈭

午前コース ８月31日㈪～９月４日㈮
午前９時～正午の５回コース

夜間コース ８月31日㈪～９月４日㈮
午後６時30分～午後９時30分の５回コース

＜チラシ作成教室＞
　・地区の回覧板などで活用できるチラシの作り方を

学びます。
　・申込期限　９月４日㈮

午前コース ９月14日㈪～18日㈮
午前９時～正午の５回コース

＜はがき作成教室＞
　・年賀状や暑中見舞いの作り方を市販のソフトを

使って学びます。
　・申込期限　９月４日㈮

夜間コース ９月14日㈪～18日㈮
午後６時30分～午後９時30分の５回コース

●定員　各 10 人
●費用　2,000 円（別途、教材費が 500 円程度必要）
●場所　はさま未来館２階小研修室
　※ パソコンは、公民館で準備します。応募人員が定

員を超えた場合は、抽選となります。
●申込先・問い合わせ
　挾間公民館（はさま未来館 3 階事務室内）
　　　　　☎ 097–583–1118

開催のお知らせ

パソコン教室生徒募集

やまなみドリームライド2015
　やまなみハイウェイを駆け抜けるサ
イクルイベントが今年も開催されます。
８月31日㈪までエントリー受付中！
●日程　９月27日㈰
●コース　ロングライド：１３６㎞
　　　　　→→城島高原～久住高原往復コース
　　　　　ミドルライド： ８０㎞
　　　　　→→城島高原～九重夢大吊橋往復コース
　　　　　ファンライド： ２９㎞
　　　　　→→城島高原～由布院往復コース
　参加料、参加資格など詳細はお問い合わせくだ
さい。

ボランティアスタッフも募集中！
◆業務内容　コースポイントにおける案内
　　　　　 （交通費、弁当支給あり）

●問い合わせ　やまなみドリームライド2015デスク
　☎097–712–6142
　 http://www.ydr.jp

健康トレーニング教室

受講生募集
　今回は回数も定員も増やしてさらなる体力アップを
図ります！
　毎回ラジオ体操のポイント指導も行いますよ♪
●開催日時
　９月２日㈬～12月16日㈬までの毎週水曜日
 （全15回）午後１時30分～午後２時30分
●開催場所　はさま未来館
●受講料　1,000円
●対象　由布市内に居住する方　
　※医師等により運動の制限を受けていない方
●定員　20人　
　※定員を超えた場合は抽選となります！
●講師	 健康運動実践指導者　廣瀬紀子 氏

健康マイレージ対象事業
＜申込期限 ８月20日㈭＞

●申込先・問い合わせ
　挾間公民館（はさま未来館３階事務室内）
　☎097–583–1118

運休と変更のお知らせ

変 更 便
変更日 8/6 ㈭・8/21 ㈮

変更内容 スクールバス各コースの帰り第1便の発車時刻が次のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前 変更後水曜日以外 水曜日
湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 15：15 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：21 15：21 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：27 15：27 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

運 休 便
運休日 コース名 運休内容

8/6
㈭

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13:45 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

湯 平 線 健康温泉館前 12:45 発の便
酒 野 線 大学病院 13:25 発の便

8/21
㈮

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13:45 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター12:50 発の便

〔コミュニティバス〕総合政策課（庄内庁舎）

〔スクールバス〕教育総務課（湯布院庁舎）
☎097-582-1111（内線226）

☎0977-84-3111（内線235）

問い合わせ

　中学校行事に伴い、
スクールバス復路便
の時間を変更して
運行するため、次の便は運休および変更となります。
ご利用の際はお間違えのないようご利用ください。

挾間
公民館教室

盆 踊 り 習 会講
７月21日㈫・28日㈫午後７時から　庄内公民館大ホール　〈問い合わせ〉庄内公民館 ☎097–582–0214
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無料
相談

エ　
　コ

国民
年金

税　
　金

窓口
延長

由布市無料相談のお知らせ 大分エコライフプラザ情報

おしえて！国民年金

今月の税／料

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
はさま未来館　８月 1日㈯ 午前９時～正午
庄内庁舎　　　８月 7日㈮ 午前９時～午前11時
湯布院庁舎　　８月19日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：不動産取引士
土地の境界等、不動産全般に関すること(電話相談可能)
庄内庁舎　　　８月 3日㈪ 午前８時30分～正午

【司法書士市民相談】担当：司法書士（予約者優先）
※庄内庁舎会場については、２日前までの事前予約があった場

合のみ開催します。事前予約がない場合は開催しません。
※予約は庄内庁舎は総務課、挾間および湯布院庁舎は各地域振

興課へお願いします。
不動産登記、相続、金銭トラブル等の法律相談
挾間庁舎　　　８月11日㈫ 午後１時30分～午後４時
庄内庁舎　　　８月19日㈬ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　　８月 4日㈫ 午後１時30分～午後４時

【行政書士相談】担当：行政書士
遺言相談、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
挾間庁舎　　　８月21日㈮ 午後１時～午後３時
庄内庁舎　　　８月14日㈮ 午後１時～午後３時
湯布院庁舎　　８月 7日㈮ 午後１時～午後３時
問総務課総務係（庄内庁舎）
　☎097–582–1111（内線205）

再生家具・自転車の抽選会
〜再生した家具・自転車を無料でお譲りします〜
●申込期限　８月２日㈰ 正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　８月２日㈰ 12：30〜
　抽選にもれた人や抽選時間に間に合わなかった人の
ために、敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットも同時開催。９月開催で出店を希望さ

れる方は８月21日までにお申し込みください。（必着）
問大分エコライフプラザ　☎097–588–1410

　経済的な理由等で国民年金
保険料を納付することが困難
な場合には、申請により保険
料の納付が免除・猶予となる
「保険料免除制度」や「若年
者（30歳未満）納付猶予制
度」があります。
　平成27年度の免除等の受け
付けは７月１日から開始され、
平成27年７月から平成28年
６月までの期間を対象として
審査します。
　また、申請は原則として毎
年度必要です。

問大分年金事務所　☎097–552–1211

●介護保険料（普通） ２期分
●国民健康保険税（普通） ２期分
●固定資産税　２期分
●入湯税　７月期分（６月分）
●後期高齢者医療保険料（普通） １期分
納期限　平成27年７月31日㈮

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。詳し
くは市民課・税務課（☎ 0 9 7 – 5 8 2 – 1 1 1 1 ）まで
お問い合わせください。
７
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4湯 湯/庄 庄

5 6 7 8 9 10 11挾 挾 湯 湯/庄 庄
12 13 14 15 16 17 18挾 挾 湯 湯/庄 庄
19 20 21 22 23 24 25挾 湯 湯/庄 庄
26 27 28 29 30 31挾 挾 湯 湯/庄 庄

８
月

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8挾 挾 湯 湯/庄 庄
9 10 11 12 13 14 15挾 挾 湯 湯/庄 庄
16 17 18 19 20 21 22挾 挾 湯 湯/庄 庄
23 24 25 26 27 28 29挾 挾 湯 湯/庄 庄
30 31 挾

※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付けはお取り
扱いできません。

編
集
後
記

▼
夏
と
言
え
ば
、
お
祭
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
季
節

で
す
！
今
月
号
の
10
ペ
ー

ジ
に
由
布
市
の
主
な
イ
ベ

ン
ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
、

由
布
市
の
夏
を
堪
能
し
て

く
だ
さ
い
。（
あ
）

▼
今
月
号
で
、
広
報
担
当

か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
方
と

触
れ
合
う
こ
と
が
で
き

た
３
年
３
ヵ
月
は
、
と
て

も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
取
材
等
で

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
か
） 人　

　口 ひとの動き

木ゆ

ふ綿
の
山
通
信

　 農業サポーター

〔
問
い
合
わ
せ
〕

 

陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料
館

 

☎
０
９
７-

５
８
３-

３
９
４
１

 

社
会
教
育
課（
湯
布
院
公
民
館
）

 

☎
０
９
７
７-

８
４-

２
６
０
４

歴 史 民 俗 資 料 館 報

今
月
の

農
作
業
の
ポ
イ
ン
ト　

●
水
稲

　
田
植
え
後
40
日
前
後
、
分
け
つ
数
で
20
本
く
ら
い
に
な
っ
た
ら
中
干
し
を

し
ま
し
ょ
う
。
期
間
は
一
般
に
2
週
間
程
度
で
す
が
、
砂
地
な
ど
乾
き
や
す

い
水
田
は
短
く
、
水
は
け
の
悪
い
水
田
で
は
長
め
に
行
い
ま
す
。
極
端
な
乾

燥
を
避
け
、
軽
く
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
程
度
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
出
穂
１
週
間
前
ご
ろ
か
ら
穂
揃
い
期
に
か
け
て
は
生
育
期
間
中
で
最
も
水

が
必
要
な
時
期
で
す
。
水
稲
は
多
量
の
水
を
吸
い
上
げ
消
費
す
る
の
で
、
や

や
深
水
に
し
て
十
分
な
水
が
供
給
で
き
る
よ
う
な
水
管
理
を
行
い
ま
す
。

　
稲
こ
う
じ
病
が
多
発
し
た
水
田
で
は
、
出
穂
10
日
前
ま
で
に
散
布
す
る
薬

剤
で
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
出
穂
後
は
薬
害
が
生
じ
や
す
い
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い(

薬
剤
は
使
用
上
の
注
意
を
よ
く
読
ん
で
ご
使
用
く
だ
さ
い)

。

●
ナ
ス

　
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
、
ナ
ス
の
切
り
戻
し
剪
定
を
行
い
ま

す
。
果
実
が
多
く
着
い
て
い
る
場
合
は
１
度
に
行
わ
ず
、
数
本
ず
つ
剪
定
し

て
も
大
丈
夫
で
す
。
し
か
し
、
剪
定
が
遅
れ
た
り
、
中
途
半
端
な
剪
定
を
行

う
と
病
気
や
虫
が
大
量
発
生
し
、
樹
も
弱
り
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
株
元
か

ら
30
㎝
ほ
ど
離
れ
た
所
の
古
い
根
を
、
1
ヵ
所
だ
け
抜
根
し
ま
す
。
新
た
な

強
い
根
が
伸
び
ま
す
の
で
樹
が
若
返
り
ま
す
。

●
ト
マ
ト

　
痛
ん
だ
下
葉
や
実
を
隠
す
葉
は
摘
葉
し
ま
す
。
水
分
の
調
節
で
甘
い
ト
マ

ト
が
収
穫
で
き
ま
す
。
梅
雨
時
期
は
病
気
に
な
り
や
す
く
、
明
け
て
か
ら
は

急
激
な
温
度
上
昇
で
樹
が
弱
り
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
キ
ュ
ウ
リ

　
親
ヅ
ル
は
手
の
届
く
高
さ
で
摘
心
し
ま
す
。
子
ヅ
ル
、
孫
ヅ
ル
を
伸
ば
し

収
穫
量
を
上
げ
ま
す
。
下
葉
は
摘
葉
し
通
気
性
を
良
く
し
ま
す
。
10
日
に
1

回
の
追
肥
と
毎
日
の
水
や
り
で
樹
勢
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。
収
穫
遅
れ
で
大

き
く
な
り
す
ぎ
た
果
実
は
早
め
に
除
去
し
な
い
と
生
り
疲
れ
を
お
こ
し
ま
す
。

　
早
め
に
植
え
た
場
合
は
す
で
に
弱
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
株
元
に
次
の
苗
を
植
え
て
お
く
と
今
の
ツ
ル
が
終
わ
っ
た
後
に
間
が
あ
か

ず
、
ま
た
収
穫
で
き
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
は
3
回
く
ら
い
植
え
か
え
て
秋
ま
で

収
穫
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
９
）

総人口  35,471人（＋28）
世帯数  15,473戸（＋14）

男  17,016人（＋19）
女  18,455人（＋9）

6月30日現在 （　 ）は前月比

　
こ
の
季
節
、
童
謡
「
た
な
ば
た
さ

ま
」
の
歌
詞
に
あ
る
よ
う
に
、

“
お
星
さ
ま　
き
ら
き
ら　
金
銀
砂

子
”
と
星
が
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。

雨
の
多
い
時
期
で
も
あ
る
の
で
、
星

が
見
ら
れ
る
日
は
夜
空
を
見
上
げ
て

楽
し
み
た
い
で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、「
星
」
と
、
昔
よ
く

使
わ
れ
て
い
た
道
具
の
一
つ
、「
棹さ

お

ば
か
り
」
は
少
し
関
係
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、「
棹
ば
か
り
」
の
お
話
で

す
。

　
今
、
重
さ
を
量
る
の
は
、
台
ば
か

り
、
バ
ネ
ば
か
り
、
電
子
ば
か
り
な

ど
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
昔
は
棹
ば
か

り
で
重
さ
を
量
っ
て
い
ま
し
た
。
棹

の
把
っ
手
を
支
点
と
し
て
、
棹
の
一

端
に
量
る
も
の
を
ぶ
ら
下
げ
て
、
は

か
り
の
分
銅
を
移
動
さ
せ
、
水
平
に

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
時
、
そ
の
目
盛

が
量
り
た
い
も
の
の
重
量
と
な
り
ま

す
。

　

棹
ば
か
り
に
は
、
皿
に
つ
い
た

「
ま
る
皿
ば
か
り
」
と
鉤か

ぎ

が
つ
い
た

「
千ち

ぎ木
ば
か
り
」
が
あ
り
ま
す
。

　
千
木
に
は
鉤
、
杠
、
鈎
、
な
ど
多

く
の
漢
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
星
」
と
の
か
か
わ
り
で
す
が
、

「
ま
る
皿
ば
か
り
」
も
「
千
木
ば
か

り
」
も
重
さ
を
よ
む
時
、
棒
の
部
分

に
は
数
字
で
は
な
く
、
銀
色
の
丸
い

点
の
目
盛
が
つ
い
て
い
て
、
丸
い

点
の
数
を
決
ま
っ
た
配
置
に
よ
っ

て
、
目
盛
を
よ
ん
で
重
さ
を
量
っ
て

い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
最
小
単
位
を

示
す
点
は
一
つ
、
五
つ
目
は
縦
に
２

つ
、
十
目
は
縦
に
３
つ
と
並
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
丸
い
点
の
目
盛
の
こ
と

を
「
星せ

い
て
ん点
」
ま
た
は
「
星
」
と
言
い

ま
す
。
目
盛
を
「
星
」
と
呼
ぶ
の
は

古
代
中
国
に
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

「
星
」
は
暗
い
場
所
で
も
読
み
と
れ

る
よ
う
に
と
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
長
さ
の
棹
の

は
か
り
で
雑
穀
な
ど
の
大
き
く
て
重

た
い
も
の
を
、
50
㎝
前
後
の
棹
で
魚

や
い
り
こ
を
「
星
」
を
よ
み
な
が
ら

量
っ
て
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
資
料
館
の
棹
ば
か
り
に
、

「
星
」
を
見
に
来
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

〔
お
し
ら
せ
〕

来
月
号
の
木
綿
の
山
通
信
は
お
休
み

し
ま
す
。
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健康立市　みんなであいさつ“にこにこ笑顔”

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　
口
永
良
部
島
の
火
山
噴
火
に
よ
る
住
民
避
難
の
ニ
ュ

ー
ス
を
始
め
、
今
年
も
全
国
各
地
で
豪
雨
や
突
風
、
竜

巻
や
ひ
ょ
う
な
ど
自
然
に
よ
る
大
き
な
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
そ
の
無
残
な
爪
痕
が
映
し
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
突
風
に
屋
根
を
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
ぽ

っ
か
り
と
空
い
た
天
井
か
ら
空
が
見
え
、
部
屋
の
中
は

と
言
え
ば
割
れ
た
ガ
ラ
ス
が
散
乱
し
足
の
踏
み
場
も
な

い
状
態
。
奥
さ
ん
は
取
材
に
「
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
か
考
え
る
力
が
出
な
い
」
と
途
方
に
暮
れ
て
い

ま
し
た
。

　
由
布
市
で
も
こ
の
よ
う
な
自
然
の
猛
威
に
よ
る
災
害

の
危
険
個
所
は
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
ま
す
。
市
も
砂

防
ダ
ム
、
河
川
改
修
工
事
、
地
滑
り
防
止
工
事
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
追
い
つ
か
な
い
の
が
現
状
で

す
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
今
ま
で
予
想
も
し
な

か
っ
た
豪
雨
災
害
が
ご
く
身
近
で
起
き
て
い
ま
す
。
地

域
の
こ
と
に
熟
知
さ
れ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
早

め
の
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
自
分
の
命

を
守
る
1
番
の
行
動
で
す
。
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
力
を
合
わ
せ
る
と
言
え
ば
、
先
日
湯
布
院
で
認
知
症

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
民
生
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

警
察
官
、
自
治
委
員
、
社
協
職
員
、
市
職
員
等
多
く
の

方
の
参
加
の
も
と
、
第
２
回
目
の
「
徘
徊
模
擬
訓
練
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
間
約
４
０
０
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
る
観
光
地
で
の
実
施
と
い
う
こ
と
で
、
テ
レ
ビ
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た
地

域
で
住
み
続
け
た
い
、
こ
れ
は
皆
の
願
い
で
す
。
認
知

症
に
な
っ
て
も
皆
で
見
守
る
自
分
た
ち
の
地
域
を
作
っ

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

　
暑
く
な
り
ま
し
た
。
熱
中
症
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
ね
。

Happy Birthday

あなたの
生まれた
大切な日

飯
い い の

野 未
み お か

緒夏ちゃん
　平成24年７月４日生　湯布院町川北

河
か わ ぐ ち

口 玲
れ み

実ちゃん
平成26年７月10日生　挾間町向原

山
や ま し ろ

代 花
は な

ちゃん
平成25年７月30日生　挾間町古野

松
ま つ し た

下 萌
も え こ

笑子ちゃん
平成26年７月３日生　庄内町野畑

　お誕生日コーナーへの掲載を希望される保護者の方は、事前に総務課（☎097–582–1111 内線208）へ電話でお申し込みください。対象は３歳以下で、市
報ゆふのお誕生日コーナーに掲載されたことがない方とします（先着順）。８月生まれの申込締切は７月21日㈫、９月生まれの申込締切は８月18日㈫です。

　市では市政施行10周年を記念して、合併からの10年を振り返る記念誌を
発行します。
　その記念誌の掲載用に、皆さんの笑顔の写真を募集します。年齢制限は
ありません。皆さんのたくさんのご応募をお待ちしています。

笑顔の写真を大募集！

由布市制施行10周年記念誌に、あなたの撮った写真を掲載しませんか？

募集要項
●応募締切
　８月７日㈮まで
●応募条件
　被写体の方が、由布市内に在住の方
●応募作品（テーマ）
　笑顔の写真
●ファイルサイズ
　メール応募の場合は10メガバイト以内
●応募特典
　記念誌に掲載された方の中で、抽選で
３人の方に「ゆーふーグッズ」をプレゼ
ントします。
※当選した方へのお知らせは、発送を

もって代えさせていただきます。
●応募方法
　デジカメ、携帯電話等で撮影した写真

をメールに添付して、投稿者の住所、氏
名、年齢、電話番号、被写体の方の氏名
と在住の町名、よろしければ合併10周年
に際してひとこと（任意です）を記載し
て、次のメールアドレスあてにお送りく
ださい。もしくは、上記の必要事項を記
入の上、現像した写真を市役所総務課ま
たは各庁舎の地域振興課までご持参くだ
さい。
Mail:publicity@city.yufu.oita.jp

●注意点
・被写体の方のご了承を得た

上で、ご応募ください。
・写真は「縦」でお撮りください。
・１枚につき、被写体は１人でお願いし

ます。
・作品例のように、アップで撮影してく

ださい。
・画像加工（特殊効果や文字の挿入）し

た作品は掲載できませんのでご遠慮く
ださい。

・お１人で何点でも応募いただけますが、
掲載は被写体１人につき１枚までとな
ります。

・紙面の都合等により、ご応募いただい
た写真を掲載しない場合がありますの
でご了承ください。

●問い合わせ
　総務課（庄内庁舎）
　☎097−582−1111

作品例
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